
障
害
者
政
策
の
今
後
の
動
向
と
保
護
者
の
思
い

 

三
木
精
愛
園
保
護
者
会
副
会
長　

岡　

山　

生　

長　

昭
和
57
年
8
月
1
日
、
三
木
精
愛
園
は
定
員
50
名
の
更
生
施
設
と
し
て
開

設
さ
れ
ま
し
た
。

ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
べ
く
平
成
17
年
4
月
に
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
旧
「
ひ

※

ま
わ
り
の
家
」
を
起
ち
上
げ
、
そ
の
後
も
「
え

※

ん
ど
う
豆
の

家
」、「
そ

※

ら
豆
の
家
」、「
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
の
家
」、「
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
家
」、「
う

ぐ
い
す
豆
の
家
」
と
展
開
し
、
今
年
5
月
に
は
新
「
ひ
ま
わ
り
の
家
」
が
供

用
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
２
０
１
９
年
12
月
頃
か
ら
続
く
コ
ロ
ナ
禍
で
は
利
用
者
、
保
護
者
、

施
設
等
に
対
し
て
様
々
な
制
限
が
か
け
ら
れ
、
障
害
者
︵
児
︶
を
取
り
巻
く

社
会
的
環
境
は
楽
観
視
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
ご
承
知
の
よ
う
に
２
０
２
５
年
に
は
65
歳
以
上
の
高
齢
者
が

３
６
０
０
万
人
以
上
と
な
っ
て
日
本
の
総
人
口
1
億
２
２
５
４
万
人
の
約

30
％
を
占
め
る
と
言
わ
れ
、
生
産
年
齢
で
あ
る
15
～
64
歳
の
人
達
が
高
齢
者

を
支
え
る
割
合
は
現
役
世
代
2
人
に
対
し
て
１
人
の
高
齢
者
と
な
る
こ
と
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

間
近
に
迫
っ
た
２
０
２
５
年
問
題
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
急
増
と
医
療
・

介
護
の
分
野
で
示
さ
れ
る
行
政
の
政
策
や
方
針
か
ら
は
保
護
者
と
し
て
目
が

離
せ
ま
せ
ん
。

今
後
、
私
達
保
護
者
は
障
害
者
や
高
齢
者
が
暮
ら
す
地
域
で
、
彼
ら
が
可

能
な
限
り
残
存
す
る
能
力
を
活
か
し
、
自
立
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
積
極
的
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
医
療
・
介
護
・
日
常
生
活
支
援
な

ど
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
る
体
制
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
の
整
備
・
拡
充

に
も
注
目
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

精愛園だより精愛園だより精愛園だより
令和４年９月１日

三木精愛園・三木精愛園保護者会
兵庫県三木市緑が丘町本町 2丁目3番地
TEL  0794-85-8791 ／ FAX  0794-85-5420
E-mail  seiaien@helen.ocn.ne.jp
ホームページ  https://www.hwc.or.jp/seiaien

カレーハウスmoimoi
TEL  0794-84-1014

みんな愛されたいと
 思っています

※
現
在
は
閉
鎖
し
て
い
ま
す
。



精愛園だより  第71号

―　事業団が今後 10年間に取り組むべき事業等　―

経営基盤の安定・強化

●基本方針　　　前期５年（H21 ～ 25 年度）：「経営基盤の確立」
　　　　　　　　後期５年（H26 ～ 30 年度）：「経営基盤の安定・強化」
●財務管理の強化
●主な施設の経営目標 

利用者本位のサービスの提供

●利用者本位で質の高いサービスの提供
●個性と魅力ある施設の実現
●障害者の自立支援と障害者雇用の推進

地域で支え合う仕組みづくり

●地域ケア・リハネットワークモデル
　（地域リハ拠点）の構築
●地域の福祉人材の育成支援
●地域に開かれた施設運営
●障害者雇用の推進（再掲） 

医療と福祉の連携による事業推進

●医療・福祉の連携モデル事業の実施
●リハ医療・福祉に関する専門的情報の発信
●新たな課題への挑戦 

人材育成と働きがいのある職場づくり

●人材の確保・育成
●人事・組織マネジメントの強化

＜新経営 10 か年計画＞

算
報
告

決

令
和
３
年
度

精愛園だより  第71号

１　

地
域
の
元
気
を
支
え
る
取
組
の

展
開

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

対
策
を
行
っ
た
う
え
で
、「
カ
レ
ー

ハ
ウ
スm

oim
oi

」
と
地
域
交
流
室

を
地
域
住
民
に
開
放
し
、
地
域
の
各

種
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
利
用
者

や
地
域
住
民
の
「
た
ま
れ
る
場
」
を

提
供
し
て
い
き
ま
す
。

・
絵
画
等
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示

・
地
域
住
民
の
交
流
や
会
合
の
場

と
し
て
の
地
域
交
流
室
の
提
供

２　

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
展

開

　

利
用
者
の
高
齢
・
重
度
化
が
進
む

中
、
ひ
と
り
一
人
に
合
っ
た
ケ
ア
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
全
な
移
乗

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
、
職
員
の
負

担
が
少
な
い
福
祉
機
器
を
有
効
に
活

用
し
て
い
く
た
め
に
、ノ
ー
リ
フ
テ
ィ

ン
グ
ケ
ア
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

⑴
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
の
定
着

と
実
践

　

先
進
施
設
で
の
現
場
実
習
、
お

む
つ
講
習
会
、
外
部
研
修
へ
の
参

加
を
推
進
し
、
利
用
者
に
と
っ
て

負
担
の
な
い
移
乗
動
作
法
を
習
得

す
る
と
共
に
腰
痛
予
防
･
離
職
防

止
に
努
め
ま
す
。

・
ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ケ
ア
研
修

・「
な
ち
ゅ
は
兵
庫
︵
リ
ハ
ケ
ア

東
播
磨
︶」
研
修

⑵
口
腔
ケ
ア
の
充
実

　

歯
科
衛
生
士
と
委
託
契
約
を
結

び
、
利
用
者
に
対
す
る
ブ
ラ
ッ
シ

ン
グ
と
支
援
員
へ
の
助
言
と
指
導

を
行
い
、
誤
嚥
性
肺
炎
予
防
等
の

口
腔
ケ
ア
を
向
上
し
ま
す
。

３　

堅
実
な
運
営
の
継
続

　

業
務
の
効
率
化
を
す
す
め
て
職
員

の
働
き
方
改
革
を
行
い
ま
す
。
人
材

育
成
基
本
方
針
を
基
に
、
職
員
ひ
と

り
一
人
が
働
き
が
い
を
感
じ
専
門
性

や
資
質
の
向
上
を
目
指
せ
る
よ
う
、

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
、
強
度
行

動
障
害
︵
行
動
援
護
︶
研
修
へ
の
参

加
に
も
注
力
し
ま
す
。

⑴
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
充
実

　

令
和
４
年
５
月
に
老
朽
化
し
た

２
ホ
ー
ム
を
閉
め
て
、
本
体
施
設

に
隣
接
し
た
土
地
に
新
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
を
創
設
し
ま
し
た
。
利
用

者
の
高
齢
化
・
重
度
化
に
対
応
す

る
と
と
も
に
、
世
話
人
の
勤
務
に

２
～
５
時
間
の
短
時
間
勤
務
を
取

り
入
れ
た
り
、
業
務
分
担
の
見
直

し
を
し
て
働
き
甲
斐
の
あ
る
職
場

づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

⑵
経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化

　

利
用
率
98
％
以
上
の
維
持
及
び

日
中
活
動
の
利
用
促
進
を
図
り
、

経
営
基
盤
の
安
定
・
強
化
に
つ
な

げ
、
収
支
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
た

施
設
運
営
に
努
め
ま
す
。

・
転
倒
予
防
の
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み

・
強
度
行
動
障
害
を
有
す
る
利
用

者
へ
の
支
援
の
質
の
向
上

・
空
床
を
利
用
し
た
、
短
期
入
所

の
緊
急
時
の
受
入

・
生
活
介
護
事
業
︵
通
所
部
︶
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
充
実

  
令
和
４
年
度

　

三
木
精
愛
園
の

　
　

主
な
取
り
組
み

収入の部 支出の部
勘 定 科 目 決 算 額 勘 定 科 目 決 算 額

障害福祉サービス等事業収入 563,248,932 人件費支出 406,981,790
受託事業収入 30,953,381 事業費支出 64,931,350
経常経費補助金収入 4,878,492 事務費支出 49,354,846
経常経費寄附金収入 1,000,000 就労支援事業支出 3,444,500
過年度収入 149,686 その他の支出 469,120
その他の収入 1,354,057
就労支援事業収入 3,444,500
事業活動収入計（1） 605,029,048 事業活動支出計（3） 525,181,606

固定資産取得支出 3,174,255
ファイナンス・リース債務の返済支出 1,011,120
施設整備等支出計（4） 4,185,375

積立資金取崩収入 33,939,000 積立資産支出 30,986,000
拠点区分間繰入金収入 493,000 拠点区分間繰入金支出 77,567,000
その他の活動収入計（2） 34,432,000 その他の活動支出計（5） 108,553,000

収入合計（1）+（2） 639,461,048 支出合計（3）+（4）+（5） 637,919,981

当期資金収支差額合計 1,541,067
前期末支払資金残高 18,285,857
当期末支払資金残高 19,826,924
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―　事業団が今後 10年間に取り組むべき事業等　―

経営基盤の安定・強化

●基本方針　　　前期５年（H21 ～ 25 年度）：「経営基盤の確立」
　　　　　　　　後期５年（H26 ～ 30 年度）：「経営基盤の安定・強化」
●財務管理の強化
●主な施設の経営目標 

利用者本位のサービスの提供

●利用者本位で質の高いサービスの提供
●個性と魅力ある施設の実現
●障害者の自立支援と障害者雇用の推進

地域で支え合う仕組みづくり

●地域ケア・リハネットワークモデル
　（地域リハ拠点）の構築
●地域の福祉人材の育成支援
●地域に開かれた施設運営
●障害者雇用の推進（再掲） 

医療と福祉の連携による事業推進

●医療・福祉の連携モデル事業の実施
●リハ医療・福祉に関する専門的情報の発信
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人材育成と働きがいのある職場づくり

●人材の確保・育成
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算
報
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決

令
和
３
年
度

精愛園だより  第71号

令
和
4
年
４
月
27
日
新
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

「
ひ
ま
わ
り
の
家
」
竣
工
記
念
式
典
が
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

三
木
精
愛
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
平

成
17
年
に
第
1
号
の
ホ
ー
ム
が
民
間
の
一
軒

家
を
借
り
て
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
以
降
、
合

計
５
ホ
ー
ム
が
開
設
、
現
在
4
ホ
ー
ム
で
19

名
の
利
用
者
が
地
域
生
活
を
送
る
生
活
拠
点

と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
設
か
ら
17

年
経
過
、
開
設
当
初
は
快
適
で
あ
っ
た
生
活

も
時
を
経
る
と
と
も
に
変
化
し
、
い
か
に
利

用
者
の
安
心
安
全
な
生
活
環
境
を
提
供
で
き

る
か
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ひ
ま
わ
り
の
家
」
は
、
三
木
精
愛
園
に

隣
接
す
る
土
地
に
建
設
さ
れ
た
、
7
名
定
員

の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
す
。
建
物
は
平
屋
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
玄
関
に
は
手
洗
い
場
を

設
置
し
感
染
症
予
防
対
策
を
講
じ
る
な
ど
、

時
代
経
過
、
背
景
と
と
も
に
様
々
な
変
化
や

課
題
も
顕
著
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
良

い
利
用
者
支
援
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
環
境

を
整
え
る
た
め
利
用
者
ど
な
た
で
も
安
心
安

全
な
生
活
を
送
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
設
計

さ
れ
て
い
ま
す
。

三
木
精
愛
園
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
は
地

域
生
活
を
楽
し
ん
で
い
る
利
用
者
の
笑
顔
、

世
話
人
の
心
配
り
、
見
守
り
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
地
域
住
民
の
方
々
。
17
年
前
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
開
設
当
初
か
ら
な
に
も
変
わ

ら
ず
、
温
か
さ
は
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
後
も
職
員
一
同
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
前
進
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

新

グループホーム
竣工式

3
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令
和
３
年

10
月
よ
り
、

新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、

口
腔
衛
生
管

理
事
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。

毎
月
２
回
、

歯
科
衛
生
士

さ
ん
に
利
用

者
様
の
口
腔

内
チ
ェ
ッ
ク

と
、
職
員
へ
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
指
導
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
最
初
は
緊
張
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た

が
、
少
し
ず
つ
慣
れ
て
き
て
、
い
ろ
ん
な
グ
ッ
ズ

を
使
い
な
が
ら
、
状
態
に
応

じ
た
口
腔
ケ
ア
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
健

康
な
歯
と
清
潔
な
口
腔
内
を

保
ち
、
利
用
者
様
が
い
つ
ま

で
も
元
気
に
過
ご
せ
る
よ
う
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
2
年
度
か
ら
毎
月
第
2
第
４
木
曜
日
に
理

学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
指
導
を
実
施
し
て
頂

い
て
い
ま
す
。
対
象
の
利
用
者
様
は
８
名
で
、
そ

れ
ぞ
れ
15
分
程
度
個
別
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
支

援
員
は
理
学
療
法
士
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
そ

の
内
容
を
日
々
の
生
活
の

中
に
取
り
入
れ
て
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
毎
回
笑

顔
で
リ
ハ
ビ
リ
に
励
む
利

用
者
様
の
姿
が
印
象
的
で

し
た
。
令
和
４
年
度
も
利

用
者
様
の
身
体
機
能
が
維

持
で
き
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ

リ
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

生
活
介
護
の
活
動
で
創
作

活
動
を
行
っ
て
い
る
利
用
者

さ
ん
の
う
ち
鈴
木
輔
さ
ん
、

河
合
勝
さ
ん
、
近
藤
真
由
美

さ
ん
の
３
名
の
作
品
を
、
令

和
４
年
３
月
に
西
脇
市
で
開

催
さ
れ
た
北
は
り
ま
障
が
い

者
芸
術
公
募
展
に
出
展
し
ま

し
た
。

口腔ケア

リハビリ

北
は
り
ま

障
が
い
者

芸
術
公
募
展

4
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昨
年
度
は
例
年
と
は
異
な
り
、
秋
祭
り
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
秋
祭
り
で
は
秋
な
ら
で
は
の
Ｂ
Ｇ

Ｍ
や
様
々
な
種
類
の
催
し
物
が
あ
り
、
夏
祭
り
と

は
違
っ
た
雰
囲
気
を
演
出
し
ま
し
た
。
利
用
者
様

一
人
ひ
と
り
の
ペ
ー
ス
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
ご
利
用
者

と
職
員
の
み
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の

方
々
と
交
流
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
緑
が
丘
町

子
ど
も
会
育
成
会
か
ら
ゲ
ー
ム
を
お
借
り
し
ま
し

た
。
今
年
度
も
秋
祭
り
で
の
開
催
に
な
り
ま
す
が
、

昨
年
度
よ
り
も
っ
と
笑
顔
溢
れ
る
笑
い
の
絶
え
な

い
秋
祭
り
に
な
る
よ
う
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。

毎
年
小
野

市
の
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場

に
て
行
っ
て

い
た
忘
年
会

で
す
が
、
昨

年
度
も
感
染

症
対
策
の
た

め
園
内
で
の

実
施
と
な
り

ま
し
た
。
利

用
者
自
治
会
で
食
べ
た
い
も
の
を
募
り
、「
お
寿

司
を
食
べ
た
い
」
と
い
う
希
望
が
多
か
っ
た
の

で
、
前
年
も
お
願
い
し
た
回
転
寿
司
に
決
定
し
ま

し
た
。
密
に
な
ら
な
い
よ

う
、
４
グ
ル
ー
プ
に
分
け

て
の
開
催
で
す
。
今
回
は

お
寿
司
に
加
え
て
揚
げ
物

と
ケ
ー
キ
も
準
備
し
、
み

な
さ
ん
好
き
な
お
皿
を
思

い
思
い
に
取
ら
れ
、
お
腹

い
っ
ぱ
い
食
べ
ら
れ
ま
し

た
。
食
後
は
サ
ン
タ
に
扮

し
た
職
員
よ
り
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
配
布
し
、
一
年
を
締

め
く
く
る
行
事
を
楽
し
ま

れ
ま
し
た
。

鈴
木
さ
ん
の
『
気
持
ち
は

何
色
？
』
が
最
優
秀
賞
、
河

合
さ
ん
の
『
キ
リ
ン
』
が
奨

励
賞
、
近
藤
さ
ん
の
『
混
在

の
国
』
が
佳
作
と
出
展
し
た

す
べ
て
の
作
品
が
受
賞
さ

れ
、
精
愛
園
に
て
表
彰
式
を

行
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
各
作
品
展
に
出

展
の
為
、
担
当
職
員
と
協
力

し
て
意
欲
的
に
作
成
中
で

す
。

秋 祭 り

忘 年 会
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精愛園だより  第71号

いっしょにゴミ
捨て、運びます

～

お掃除お掃除♪

お昼ご飯の時間です！

かき氷待ってます

テレビ鑑賞中
～

ボール遊び、
楽しい～

みんなでラジオ体操！

園の畑でとれたさつまいもでおやつ作り

朝の散歩、清々しいですね

日光浴、天気がよくて気持ちいい～

美味しいドーナ
ツ 部品並べ、頑張ってます

歩行訓練、今か
ら歩くぞ！

綺麗に畳んでます～

日
常
生
活
の
様
子
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精愛園だより  第71号

　

三
木
精
愛
園
で
は
、
研
修
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
が
中
心
に
な
り
、
現
場
で
必
要
な

研
修
を
行
え
る
よ
う
に
年
間
の
研
修
計
画

を
立
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
者
様
の
重
度
高
齢
化
や
障
害
の
多

様
化
に
伴
う
支
援
力
向
上
。
防
犯
・
感
染

症
・
虐
待
防
止
等
の
意
識
向
上
。

　

利
用
者
様
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
事
は

多
く
あ
り
、
今
年
度
も
前
年
度
の
実
績
を

元
に
実
り
あ
る
研
修
を
実
施
し
て
い
け
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

職
場
定
着
支
援
に
力
を
入
れ
て

い
る
セ
ン
タ
ー
で
す
が
、
２
年
前

か
ら
「
幼
児
期
・
学
齢
期
か
ら
の

職
業
教
育
」
の
必
要
性
を
親
御
さ

ん
や
特
別
支
援
学
校
の
小
中
学

部
、
小
中
学
校
の
障
害
児
学
級
の

先
生
方
に
伝
え
て
い
ま
す
。
重
度

の
方
の
就
職
事
例
で
、
小
さ
い
う

ち
か
ら
家
庭
で
教
え
て
頂
い
た
こ

と
が
生
き
る
力
や
働
く
力
に
な
っ

て
い
る
。
家
庭
で
は
手
伝
い
と
褒

め
る
こ
と
で
自
己
肯
定
感
を
、
学

校
で
は
係
活
動
と
他
の
生
徒
さ
ん

と
の
関
わ
り
で
働
く
意
欲
を
。
親

御
さ
ん
に
大
人
に
な
る
イ
メ
ー
ジ

を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
取
り

組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

研
修
内
容

講
師

虐
待
防
止
研
修

外
部
講
師

（
オ
ン
ラ
イ
ン
）等

ノ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
研
修

伝
達
研
修
等

個
別
支
援
計
画
勉
強
会

園
内
講
師

口
腔
ケ
ア

外
部
講
師

お
む
つ
研
修

園
内
講
師
等

三
木
精
愛
園
セ
ミ
ナ
ー

園
内
講
師
等

触
法
研
修

園
内
講
師

令
和
４
年
度　

園
内
研
修
計
画

家
族
と
の
日
帰
り
旅
行

節
分
会
（
自
治
会
）

三
木
精
愛
園
地
域
懇
話
会

新
年
会
（
自
治
会
）  

三
木
精
愛
園
セ
ミ
ナ
ー

忘
年
会
（
自
治
会
）

三
木
市
市
民
作
品
展

秋
祭
り 緑

が
丘
小
学
校
と
の
交
流
活
動

七
夕
会
（
自
治
会
）

花
見
会
（
自
治
会
）

3 月
2月

1月
12月

11月
10月

９月
８月

７月
６月

５月
4月

  ※  新型コロナウイルス感染症にかかる自粛のため変更する場合があります。

2022年度　年間行事計画

幼児期・学齢期
からの
職業教育

～北播磨障害者就業・生活支援センター～
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精
愛
園
だ
よ
り

９１

三
木
精
愛
園

三
木
精
愛
園
保
護
者
会

住
所  

兵
庫
県
三
木
市
緑
が
丘
町
本
町
二
丁
目
三
番
地

カ
レ
ー
ハ
ウ
ス
ｍ
ｏ
ｉ
ｍ
ｏ
ｉ

T
E
L  

〇
七
九
四
（
八
四
）
一
〇
一
四

T
E
L  

〇
七
九
四
（
八
五
）
八
七
九
一

FA
X  

〇
七
九
四
（
八
五
）
五
四
二
〇

集
後
記

編

の
動
き

人

ひ
ま
わ
り
の
家
の
ご
利
用
者
が
朝
と
夕
に
事
務
所

の
横
を
日
課
で
歩
か
れ
て
い
ま
す
。

ガ
ラ
ス
越
し
に
手
を
振
っ
た
り
、
時
に
は
お
し
ゃ

べ
り
し
た
り
⋮

今
で
は
ず
ー
っ
と
前
か
ら
そ
こ
に
あ
っ
た
よ
う
な

日
常
の
一
コ
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
幸
せ
の
タ
ネ
は
こ
ん
な
ふ
う
に
し
て
運
ば

れ
て
く
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

こ
れ
か
ら
も
小
さ
な
幸
せ
を
大
切
に
で
き
る
精
愛

園
で
あ
る
と
と
も
に
、
遠
く
離
れ
た
争
い
の
地
に
暮
ら

す
人
々
に
幸
せ
と
笑
顔
が
早
く
戻
り
ま
す
よ
う
に
⋮

（
令
和
４
年
８
月
１
日
現
在
）

退
職
者

板
倉　

侯
子　

参
事

宇
治
橋
陽
子　

支
援
員

森　
　

和
行　

支
援
員

村
上　

泰
成　

支
援
員

椿
原　

豊
勝　

支
援
員

松
原　

君
代　

看
護
師

山
田　

静
子　

世
話
人

石
﨑　

千
春　

世
話
人

守
田　

敏
美　

世
話
人

永
野　

節
子　

世
話
人

黒
木　

豊
子　

世
話
人

苦情解決の窓口

事業所の
相談窓口

・苦情受付担当者　奥山　　穣　　藤本　美紀
・苦情解決責任者　鰀目とし子
・ご利用時間　９：00～ 17：00
　　　　　　　（土曜 ･日曜 ･祝日､年末年始を除く )
・電 話 番 号　0794 － 85－ 8791
・ＦＡＸ番号　0794 － 85－ 5420
・ＦＡＸの受付は 24時間可能です。
・  担当者が不在の場合は、事務所までお申し出くだ
さい。
・苦情受付箱を設置していますので、ご利用ください。

社会福祉
事業団の
相談窓口

・所 在 地　〒 651-2134　神戸市西区曙町 1070
　　　　　　　兵庫県社会福祉事業団事務局
・ご利用時間　９：00～ 17：00
　　　　　　　（土曜 ･日曜 ･祝日､年末年始を除く )
・電 話 番 号　078－ 929 － 5655
・ＦＡＸ番号　078－ 929 － 5688  
・ＦＡＸの受付は 24時間可能です。

ご
あ
い
さ
つ

 

大
場　

正
博　

皆
様
初
め
ま
し
て
。
人
事
異
動
に
よ
り
４
月
１
日
か

ら
三
木
精
愛
園
総
務
課
長
と
し
て
着
任
し
ま
し
た
大
場

と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
度
の
原
稿
執
筆
に
あ
た
り
、
施
設
に
保

管
さ
れ
て
い
る
既
刊
紙
に
目
を
通
し
た
と
こ
ろ
、
と
て

も
心
に
響
く
記
事
を
見
つ
け
ま
し
た
。紙
面
の
都
合
上
、

詳
し
い
紹
介
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
そ
れ

は
保
護
者
の
方
が
記
さ
れ
た
も
の
で
す
。
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
で
あ
っ
て
も
「
誉
め
る
」
こ
と
が
利
用
者
の
方

の
幸
せ
に
繋
が
る
こ
と
を
、
ご
自
身
の
お
子
様
の
例
を

上
げ
て
具
体
的
に
教
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
誉
め
る
こ
と
で
良
い
行
動
を
自
発
的
に
継
続
さ

せ
る
よ
う
な
「
誉
め
パ
ワ
ー
」
を
も
っ
て
支
援
し
て
欲

し
い
と
の
言
葉
で
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

利
用
者
の
方
も
、
私
た
ち
も
み
ん
な
「
他
者
か
ら
認

め
ら
れ
た
い
、
自
分
を
価
値
あ
る
存
在
と
し
て
認
め
た

い
」
と
い
う
同
じ
願
望
を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
つ
い
目
先
の
行
動
に
と
ら
わ
れ
て
、
各
々
の
良

い
と
こ
ろ
を
見
過
ご
し
て
し
ま
い
が
ち
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
自
省
し
て
い
ま
す
。

す
で
に
着
任
し
て
四
个
月
が
経
過
し
、
接
す
る
機
会

の
あ
っ
た
利
用
者
の
方
々
や
、
勤
務
さ
れ
て
い
る
職
員

の
方
々
の
良
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
意
識
し
て
今
ま
で
見
え
て
い
な
か
っ
た
長

所
を
発
見
し
、「
誉
め
パ
ワ
ー
」
を
皆
様
に
還
元
し
て

行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

転
出
者

宮
脇　

康
司　

次
長
兼
総
務
課
長
（
朝
陽
ケ
丘
荘
）

篠
塚　

隆
司　

 

支
援
課
長
（
西
播
磨
リ
ハ
総
務
部
地

域
支
援
・
研
修
交
流
課
）

岡
野　

清
子　

支
援
員
（
小
野
起
生
園
）

寅
屋　

淳
平　

支
援
員
（
五
色
精
光
園
）

転
入
者

大
場　

正
博　

総
務
課
長
（
あ
わ
じ
荘
）

藤
本　

美
紀　

 

課
長
（
地
域
支
援
担
当
）（
総
合
リ
ハ

自
立
生
活
訓
練
部
自
立
生
活
訓
練
課
）

西
村　
　

武　

支
援
員
（
小
野
起
生
園
）

新
規
採
用

大
川　

泰
生　

支
援
員

飯
田　

菜
月　

支
援
員

大
石
あ
す
か　

支
援
員

本
間　

正
泰　

支
援
員

井
上　

由
美　

支
援
員

河
井
結
衣
菜　

支
援
員

五
百
藏
智
貴　

支
援
員

池
袋　

重
美　

世
話
人

坂
本　

裕
子　

世
話
人

濵
本
麻
記
子　

支
援
員

與
田　

美
晴　

看
護
師


